
沖
縄
の
道
路
整
備
に
対
し
て
、
県
民
の
満
足
・
不
満
の
程
度
を
調
べ
、

今
後
の
道
路
行
政
に
反
映
す
る
為
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　アンケート調査を、このような規模と手法により実施したのは初めてであり、5千人以上からの回答

が得られ信頼性の高いデータと考えております。調査結果は毎年度策定する道路事業達成度報告書、

道路事業業績計画書に反映し、県民の満足度が向上するように努力していきたいと考えております。

国道58号の渋滞（浦添市内）

【現在の道路に対する満足度】

［満足度（5点満点）］

［満足していない順］
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3.522位�離島架橋の整備

21位�高速道路の整備

20位�道路の休憩施設

19位�道路の情報提供

18位�電線類の地中化

17位�道路周辺の景観

16位�排水性舗装

15位�カーブや坂の改良

14位�道路緑化

13位�案内標識

12位�国道・県道の整備

11位�道路の安全性

10位�車道の幅

9位�除草・清掃状況

8位�車の騒音

7位�生活道路の整備

6位�県民の意見の反映

5位�路面の凹凸状況

4位�歩道の改良状況

3位�歩道の設置状況

2位�路上工事の状況

1位�道路の混雑状況
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31.5沖縄県全体（2位）
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中南部生活圏（2位）

北部生活圏（2位）

宮古生活圏（1位）

八重山生活圏（1位）

【電線類の地中化の優先項目回答率】

回答率（%）
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宮古生活圏（22位）

八重山生活圏（22位）

【生活圏別満足度　道路の混雑状況】

満足度（5点満点）

歩道の未整備（具志頭村内）

那覇空港自動車道・豊見城IC

　
沖
縄
県
全
県
を
那
覇
都
市
圏
（
浦
添
市
、
宜

野
湾
市
、
豊
見
城
市
、
那
覇
市
、
西
原
町
、
南
風

原
町
）
、
中
南
部
生
活
圏
（
読
谷
村
、
具
志
川
市

以
南
）
、
北
部
生
活
圏
、
宮
古
生
活
圏
、
八
重
山

生
活
圏
の
五
生
活
圏
に
分
け
、
生
活
圏
別
分

析
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
道
路
に
対
す
る
満
足
度
で
一
番
低

い
「
道
路
の
混
雑
状
況
」
の
満
足
度
を
生
活
圏

別
に
み
る
と
、
那
覇
都
市
圏
の
満
足
度
が
一
・

九
と
一
番
低
く
、
宮
古
生
活
圏
、
八
重
山
生
活

圏
に
お
い
て
は
、
三
・
四
、
三
・
五
と
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
活
圏
別
の
道
路
渋
滞

状
況
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
道
路
事
業（
施
策
）の
優
先
順
位
で
、

沖
縄
県
全
県
で
二
位
の
「
電
線
類
の
地
中
化
」

を
生
活
圏
別
に
見
る
と
、
各
生
活
圏
と
も
上

位
に
位
置
し
ま
す
が
、
特
に
宮
古
生
活
圏
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
九
月
に

宮
古
島
を
襲
っ
た
台
風
十
四
号
に
よ
る
甚
大

な
被
害
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

不
満
足
度 

一
位
「
道
路
の
混
雑
状
況
」 

　
二
十
二
の
項
目
の
中
か
ら
優
先

的
に
実
施
し
て
ほ
し
い
事
業（
施
策
）

に
つ
い
て
は
、
一
位
が
「
渋
滞
の
対

策
」（
四
十
七
・
八
％
）
で
二
人
に
一

人
の
割
合
で
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

二
位
が
「
電
線
類
の
地
中
化
」（
三

十
一
・
五
％
）
、
三
位
が
「
狭
い
道
路

の
改
良
」（
二
十
一
・
六
％
）
、
四
位

が
「
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」（
十

九
・
五
％
）
、
五
位
が
「
生
活
道
路
の

整
備
」（
十
八
・
五
％
）
で
し
た
。

調
査
地
域

調
査
票
配
布

調
査
票
回
収

調
査
時
期

回
収
数

沖
縄
県
全
域

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日
（
水
）

新
聞
折
り
込
み
配
布

　
配
布
数
四
十
五
万
四
千
枚

　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
琉
球
新
報
、

　
八
重
山
毎
日
新
聞
、

　
宮
古
毎
日
新
聞

郵
送
回
収

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日
（
水
）

〜
二
月
二
十
四
日
（
火
）

五
千
百
十
三
枚（
回
収
率
一
・
一
％
）

電線類が地中化された歩道

  

現
在
の
道
路
に
対
す
る
満
足
度

　
道
路
の
混
雑
状
況
、
電
線
類
の
地
中

化
、
道
路
の
緑
化
状
況
等
二
十
二
の
項

目
に
つ
い
て
、
満
足
（
五
点
）
、
や
や
満

足（
四
点
）、ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い（
三

点
）
、
や
や
不
満
（
二
点
）
、
不
満
（
一
点
）

の
五
段
階
評
価
を
し
て
も
ら
う
。
満
足

度
は
平
均
点
で
表
し
五
点
満
点
で
低

い
ほ
ど
満
足
度
が
低
い
。

今
後
の
道
路
事
業
（
施
策
）
の
優

先
順
位

�
�

渋
滞
の
対
策
、
生
活
道
路
の
整
備
、

わ
か
り
や
す
い
案
内
標
識
の
整
備
等

二
十
二
の
項
目
か
ら
、
優
先
的
に
実
施

し
て
ほ
し
い
事
業
（
施
策
）
を
三
つ
選

ん
で
も
ら
う
。

  

現
在
の
道
路
に
対
す
る
満
足
度

�
�

二
十
二
の
項
目
の
中
で
、
満
足
度
の

低
い
（
不
満
が
大
き
い
）
順
で
は
、
一
位

が
「
道
路
の
混
雑
状
況
」（
二
・
二
）
、
二

位
が
「
路
上
工
事
の
実
施
状
況
」（
二
・

二
）、三
位
が「
歩
道
の
設
置
状
況
」（
二
・

三
）
で
し
た
。
満
足
度
の
高
い
も
の
は
、

「
離
島
架
橋
の
整
備
」（
三
・
五
）
、「
高
速

道
路
の
整
備
」（
三
・
四
）
、「
道
の
駅
等

の
施
設
」（
三
・
四
）
で
し
た
。

台風14号による電柱の倒壊（宮古島）
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割合（%）
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【今後の道路事業　施策の優先順位】

22位�道路情報提供

21位�休憩施設

20位�離島架橋

19位�急坂、急カーブ

18位�高速道路整備

17位�景観整備

16位�道路騒音

15位�国道・県道整備

14位�県民参加

13位�道路緑化

12位�排水性舗装

11位�安全性向上

10位�路上工事抑制

9位�案内標識整備

�8位�歩道整備

7位�除草・清掃

6位�凹凸改良

5位�生活道路整備

4位�歩道のバリアフリー化

3位�狭い道路の改良

2位�電線類の地中化

1位�渋滞の対策 47.8
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首里駅での実験状況

  

　
モ
ニ
タ
ー
の
平
均
参
加
率
は
、
往
路
で
七

十
九
％
（
五
十
五
名
）、
復
路
で
六
十
四
％
（
四

十
四
名
）
で
あ
り
、
実
験
期
間
中
の
参
加
人

数
は
延
べ
八
百
九
十
名
に
達
し
ま
し
た
。

　
実
験
期
間
中
は
、
一
日
に
高
速
バ
ス
を
往

復
七
便
、
都
市
内
循
環
バ
ス
を
往
復
三
十
七

便
設
定
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
定
時
性
に

つ
い
て
は
、
往
路
（
首
里
駅
到
着
）
で
最
大

九
分
、
復
路
（
沖
縄
北
Ｉ
Ｃ
バ
ス
停
到
着
）

で
最
大
三
十
三
分
の

遅
延
が
発
生
し
た
他
は
、

ほ
ぼ
定
刻
通
り
に
運

行
し
ま
し
た
。
ま
た
、

時
間
短
縮
効
果
に
つ

い
て
は
、
顕
著
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一

般
道
路
よ
り
も
短
縮

さ
れ
る
傾
向
が
み
ら

れ
ま
し
た
（
図
４
参
照
）。

　
マ
イ
カ
ー
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
四
十
％

以
上
が
不
満
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
理
由
と

し
て
運
転
労
力
や
通
勤
コ
ス
ト
が
多
く
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
利
用
者
に
つ

い
て
は
、
六
十
％
以
上
が
不
満
を
感
じ
て
お
り
、

そ
の
理
由
と
し
て
「
定
時
性
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
」
等
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
図

５
参
照
）
。

　
施
策
が
導
入
さ
れ
た
場
合
に
日
常
の
通
勤

手
段
と
し
て
本
シ
ス
テ
ム
を
継
続
的
に
利
用

し
た
い
と
す
る
意
向
に
つ
い
て
は
「
日
常
の

通
勤
手
段
が
マ
イ
カ
ー
の
場
合
」
「
日
常
の
通

勤
手
段
が
バ
ス
の
場
合
」
で
「
出
勤
時
の
み

利
用
」
・
「
帰
宅
時
の
み
利
用
」
を
含
め
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
五
十
、
七
十
％
程
度
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
高
速
バ
ス
及
び
都

市
内
循
環
バ
ス
の
発
着
頻
度
・
時
間
帯
の
拡
充
、

通
勤
コ
ス
ト
の
低
減
等
に
つ
い
て
も
要
望
が

あ
り
ま
し
た
（
図
６
、
７
参
照
）
。

　
特
に
通
勤
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
平
均
で

約
千
四
百
円
（
往
復
）
程
度
の
設
定
が
望
ま

れ
て
お
り
、
現
在
運
行
し
て
い
る
も
の
と
比

較
し
て
約
三
十
％
の
低
減
が
必
要
で
す
（
図

８
参
照
）
。

　
今
回
の
社
会
実
験
に
お
い
て
は
、
自
動
車

か
ら
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

が
生
じ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
要
望
が
あ
る

も
の
の
施
策
の
実
現
に
向
け
た
課
題
も
多
く
、

今
後
は
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
た
検
討
・

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

利便性の向上
（バスとモノレールの
連携強化等）により、
利用者が増加

マイカー通勤者等が公共交通
に転換されるため、渋滞が緩和

利便性の向上（渋滞
緩和による定時性確保・
バス利用環境の改善）
により、利用者が増

相乗的効果により、
住民（利用者）、
モノレール、バス、
道路にメリット
が生じる

　
那
覇
都
市
圏
で
は
、
沖
縄
県
中
南
部
地
域

か
ら
那
覇
市
に
集
中
す
る
自
家
用
車
に
よ
る

交
通
渋
滞
の
解
消
を
図
る
た
め
、
多
様
な
渋

滞
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
モ
ノ
レ
ー
ル
と
バ
ス

の
連
携
の
強
化
や
結
節
点
の
強
化
と
い
っ
た

「
使
い
や
す
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
」
を
再
構

築
し
、
自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換

を
促
進
す
る
施
策
（
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
）

を
検
討
し
、
高
速
バ
ス
と
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
の
連
携
強
化
を
軸
に
、
使
い
や
す
い
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
モ

ノ
レ
ー
ル
・
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
、
道
路

に
お
け
る
交
通
渋
滞
緩
和
、
路
線
バ
ス
の
定

時
性
の
確
保
と
い
う
三
つ
の
相
乗
的
な
効
果

の
創
出
（
図
１
参
照
）
を
目
的
と
す
る
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
行
い
、
社
会
実
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
高
速
バ
ス
と
モ
ノ
レ
ー
ル
の
連
携
に
係
わ

る
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
社
会
実
験
を
、
平
成
十

六
年
二
月
二
〜
十
三
日
の
平
日
九
日
間
に
お

い
て
、
中
部
地
域
か
ら
那
覇
市
へ
通
勤
し
て

い
る
六
十
九
名
の
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し
て
頂

き
、
都
市
内
循
環
バ
ス
（
ま
た

は
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
高
速
バ
ス

停
で
の
Ｐ
＆
Ｂ
Ｒ�

※
注
）
、
高

速
バ
ス
、
ゆ
い
レ
ー
ル
の
乗
り

継
ぎ
（
図
2
、
3
参
照
）
に
よ

る
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
あ
わ
せ
て
、
定
時
性
、
通

勤
所
要
時
間
の
短
縮
、
利
用
コ

ス
ト
等
に
係
わ
る
効
果
の
検
証

も
行
い
ま
し
た
。
実
験
で
設
定

し
た
通
勤
方
法
の
詳
細
は
次
の

通
り
で
す
。

 

　
自
宅
〜
最
寄
り
高
速
バ
ス
停
間
を
循
環
バ

ス
で
送
迎

　
自
宅
〜
最
寄
り
高
速
バ
ス
停
間
を
モ
ニ
タ

ー
自
身
で
自
家
用
乗
用

車
を
運
転
し
、
高
速
バ

ス
停
付
近
に
仮
設
す
る

専
用
駐
車
場
に
駐
車

　
（
専
用
駐
車
場
〜
高

速
バ
ス
停
は
徒
歩
）

※
注
　
Ｐ
＆
Ｂ
Ｒ
と
は
バ

ス
停
周
辺
に
乗
換
用
駐
車

場
を
併
設
し
混
雑
す
る
市

街
地
内
は
バ
ス
を
利
用
す

る
交
通
量
削
減
の
一
つ
の

施
策
で
す
。

【図1　施策のねらい】


